







































































































1. 機構改革のための手願と日程等児ついて印刷(1 0月 5日)
2. 会員りと組織図を参照して、各部・各委員会で「現状Kなける問題点 Jを検討し、集約する。
( 1 0月6臼)
3 生徒会指導係で会議を関ト集約事項を確認するo (1 0月 14日)
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4. 改革の基本点を.生徒会役員会で最終的K確認し、打ち合わせる。(1 0月20日)
5 各部・各委員会児改革点を提示確認( 1 0月 21日〉
6. 新i日対比による会員Ij上の組織図上の特色を印刷。(1 0月 22日)
7. 新会員Ijの最適モデルを作成し、各部・各委員会の顧問教師で審議。(1 1月 58 ) 
8 最終原案決定し、職員会議に上程し、審議する。(1 1月68)
9 審議機関K上程する。
総務委員会 (1 1月 8日)
特設H. R ( 1 1月9日)その後、修整事項を集約。
10. 特設H. RVCよれ修整案を検討し、総務委員会案として決定する(1 1月 15日~
1 1生徒会総会を開き審議の上可決する。( 1 1月 26日)
l乙新会員IJ(rCもとづく役員選挙のための選挙管理委員会。(1 1月27臼)
1 :3生徒会役員選挙告示。(1 1月 29日)
1 4立候補受付開始と〆切。(1 2月1日----6日)
1 5 立合演説会。(1 2月9日)






































































































③ 公選ポストのみ 1期制、委員、委員長、部長レペルの 2期信j。


















































第 4 章 各機関とその役割




















第 11条 〔会 長〕 会長は代表者として本会を総括する。
2. 会長は各執行機関を統括し、総会及び評議委員会へ議案を上程する。




















第 23条 〔応援部、応援団幹事会、応援団長〕 応援団は全会員をもってこれを組織する。





第 7 章 クラブ・同好会
















第 43条 〔同好会新設とクラブ昇格〕 同好会の新設請求は、会員 10名以上をもって、責任
者を定め、部長顧問教師の助言を得て会長陀提出し、評議委員会が適当と認めた時、その
新設を認めるo
2. 同好会のクラブ昇一搭の請求は、同好会としての 2年tl上の実績の上に、会員 10名以上
をもって、責任者を定め、顧問教師の本認を得て会長K提出し、評議委員会が適当と認め
た時、その昇格を認める。
第 44条 〔クラブ降格と同好会の廃止〕 各クラブ・同好会の降格及び廃止については、会長
が次の事項Kもとづいてこれを検討し、評議委員会がやむを得ないと判断した時.当該ク
ラブ・同好会の顧問教師と協議した上.年度初めKこれを決定し、公示する。
イ.前年度の活動がほとんど行われていない場合
ロ.人員が著るしく減少した時
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ハ.責任者が不明の時
ニ.前年度の活動報告公よび会計帳簿が提出きれなかった時
臥竜会新組織図
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ノレムオぇ
w jo、わりに
生徒会指導の仕事レてついてから満 3年であるが、その間K様々左問題点や障害児直面し、その
都度何とか処理してきたのである。しかし、場当り的在処理の仕方では真の問題解決の道へはつ
在がら左い。
毎年同じよう在問題K悩まされながら一向K改善されないまま停滞を余儀7まくきれてきた訳で、
とれでは将来の見通しは増々暗くなるばかりである。
教育の対象である生徒は年々その体質的傾向を変えてきているのだから、その変化に対応して
学校としても改革を迫られることは当然のことで、それを怠っていれば、逆K教育を阻害するこ
とKも在りかねない。
新しい時代に即応した生徒会組織と活動のあり方を求めて 2年余が過ぎたが、ょうやくその第
一段階が一応の結着をみたことK左る。
しかしこの結果、従来の問題が完全K解決されたものか、卒直K言って疑問がある。或いは叉、
新た左問題が生じてくることも考えられる。
これらはすべて今後の実践托待たねば在ら左いであろう。
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